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第３３回ＳＬＦ講演会案内
「地域の力で認知症を防ぐ」
講師島田裕之先生国立長寿医療研究

センター予防老年
学研究部
研究部長

内容
認知症予防の手法として開発
された認知作業と運動を組み
合わせた「コグニサイズ」、さ
らに、その地域展開の方法を名
古屋市緑区、大府市の実践から
お話しいただきます。

日時
７月１日（金）
１４時〜１５時３０分

場所
東京大学柏キャンパス
柏市柏の葉５-１-５
総合研究棟６階大会議室

費用
資料代３００円

申込
メール：info-slf@jcom.home.
ne.jp（件名：第３３回講演会
申込）
電話：04-7100-8023

ファックス：04-7100-0158
ＷＥＢ（セカンドライフファク
トリーで検索）
はがき：〒277-0882柏市柏の
葉5-4-6東葛テクノプラザ613
ＳＬＦ講演会係宛

講演会ダイジェスト

ＩＣＴ、医療・介護や健康づ
くりにどう活かす？
４月１５日、ＳＬＦ講演会が開催さ

れました。講師は、国際社会経済研究
所の遊間和子先生。豊富な国内外の事
例をもとに「超高齢化社会のＩＣＴ活
用
�ｅＨｅａｌｔｈ最新事情」につい

て話をしていただきました。
ｅＨｅａｌｔｈの役割
ｅＨｅａｌｔｈの役割は、ヘルスケ
ア分野で事務作業や関係機関との連
絡などを効率化することにある。
新しい治療法・予防法の発見
英国バイオバンク
２００６年から２０１０年に５０

万人のボランティアから生活習慣デ
ータや血液データなどを収集。長期間
のデータ蓄積と分析から治療や予防
の研究に役立てている。

ＥＵの共有バイオバンク
５つのＥＵのバイオバンクのプロ

ジェクトが共有するプラットフォー
ムを開発。２０１０年スタート。各バ
イオバンクの独自性を尊重し、比較可
能なデータを調整する。例えば、血圧
データはデータの採取の方法で検査
値を調整する。
アップルメディカルリサーチキット
２０１５年４月から、アイホンユー
ザーが登録し、健康データを収集する。
最初の数週間で６万人が登録した。医
学研究に貢献したい人が手軽に参加
できるメリットがある。
他に、米ロチェスター大学などによ
るパーキンソン患者向けのアプリや
マウントサイナイ大学などのぜんそ
く患者向けのデータ収集や症状軽減
に役立つアプリが開発されている。
在宅医療・介護での活用
英国３ミリオンライブズプロジェクト
キャメロン首相の肝いりでスター

トした遠隔医療・介護を官民で推進す
るプロジェクト。介護は１７０万人の
ユーザーに対し、医療は３万人ユーザ
ーで伸び悩み。
英国ニューハム・ロンドン特別区サービス
センターの遠隔介護
地方行政サービスとして９０００

名に、２４時間モニタリングサービス
(次の頁につづく)

連載コラム
認知症は防げるか？（第２回）
認知症を引き起こす病気

認知症という言葉
は症状を表す言葉で
あって、病気そのもの
を表す言葉ではあり
ません。認知症を引き
起こす病気は３０種

類もあるといわれています。熱中症な
どでも認知症になることがあります。
ビタミンＢ１２の欠乏、甲状腺ホルモ
ンの機能低下、正常圧水頭症など適切
な処置がなされば治る病気もありま
す。認知症を引き起こす病気の中で、最
も多いのがアルツハイマー病です。脳
の中にアミロイドベータ

�たんぱく
が蓄積され脳の神経が死ぬ病気です。
認知症の中でも６０％を占めるとい
われています。アルツハイマー病の特
徴を持つタイプの認知症をアルツハ
イマー型認知症と呼びます。そのほか、
レビー小体という病変が大脳皮質を
含めた脳全体に起こる病気から引き
起される認知症があります。この認知
症をレビー小体型認知症と呼びます。
さらに脳梗塞などの脳血管障害から
起こる脳血管性認知症があります。
（矢冨直美）

東大の生きがい就労研究に参加したシニアが作った法人です。地域の就労や仲間づくりの支援のために、講演会、職能講座、サロンなどの活動を行っています。また、東大や柏市からの委託事業を行っています。

ＳＬＦ掲示板
地域のシニアを応援するセカンドライフファクトリー通信 2016年５月号

ｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌﾌｧｸﾄﾘｰ(SLF)紹介

柏市ｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌ応援窓口移転

布施新町住民と東大 IOG が意見交換
5 月 11日、高齢化率が 50％を超える布施新町の住民の皆様と東京大学高齢社会総合研究機構の研究員との間で、健康づくりや生活支援、農業交流をテーマに意見交換が行われました。地域づくりを進めるうえで意義のある意見交換でした。

今まで市役所のロビーに設けられていたセカンドライフの社会参加を応援する窓口が新装オープンになったパレット柏に5月 14日、移転となりました。

セカンドライフ
ファクトリー通信

発行者矢冨直美一般社団法人セカンドライフファクトリー
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を提供。緊急通報装置、
煙探知機、失禁センサ
ー、転倒センサーなど
の警報に対応する。２
０１２年で２８万５千
件の通報。必要な場合
は登録された隣人や友
人が駆けつける。

オランダ共同組合方式のｅＨｅａｌｔｈ
アイントンフォーフェン・ブレイン
ポート地域の自治体、企業、医療機関、
介護事業者が参加。遠隔介護、夜間介
護、情報連携、個人医療データ活用、
家庭内の健康評価などが進行中。多様
な業者による夜間介護を一本化し効
率化。２４時間体制の介護を実現。
スペイン地域ＥＨＲ
アンダルシア州では、欧州の中でも
最も先進的な地域電子医療記録ＥＨ
Ｒを構築。州政府が市民の医療・介護
のすべてのデータをデータベース化
し、医療・介護関係者に共有されてい
る。電子処方箋のシステムも稼働。
英国終末期の希望を共有
インテレサント社のＥＬＭＡは、例
えば家で死にたいという希望をかか
りつけ医、患者、介護、救急搬送スタ
ッフが共有する。データは施設スタッ
フが家族とのカウンセリングを通じ
入力する。
オランダアルツハイマー介護支援
アプリ「アルツハイマー・アシスト」

で介護者に情報提供と意見交換の仕
組みを構築。２万人が登録。
健康になれるまちづくり
見附市スマートウェルネスみつけ
活動量計データと健康教室データ
をクラウド上で蓄積して運動のメニ
ューやアドバイスに活用。最もユニー
クなのは都市政策や観光業などと連
動して、高齢者が知らず知らずに健康
になっている多面的な政策誘導を行
っている。
富山市健康データ活用のまちづくり
富山市はコンパクトシティ化に合
わせて高齢者の外出や社会参加を増
やすように、地理情報システムを活用
して施設を配置。健康増進支援ＩＣＴ、
イベントやポイント制など社会参加
誘導を図るＩＣＴ事業を行っている。
続々と登場する新技術
人工知能
人工知能を活用して、医療現場のリ
スクマネジメント、新人教育、医療・
介護の情報連携などが行われるよう
になってきた。ＵＢＩＣ「院内転倒防
止システム」では、１００名の電子カ
ルテを学習し、リスクの高い患者情報
を共有できるようになった。
ソフトバンクの取り組み、モバイルヘル
スとロボット
ロボットや最先端認識技術を活用

したサービスを提供。表情、音声、活
動量から精神状態をリアルタイムで

評価するサービス、人工知能による医
師の診断、治療法をアシストするなど。
ウェアラブルデバイス
情報を映すメガネ・血糖値を測定で
きるコンタクトレンズ（グーグル）、
リストバンド型生体センサー（東芝）、
緑内障を診断するコンタクト（シード）
などウェアラブルデバイスが日進月
歩で登場している。
（講演資料から矢冨直美が作成）
わいわいサロン紹介
スマホを使おうグループ
スマホに興味がある人が月に１回

集まっています。主な内容は①スマホ
の通信費を安くする方法（現在スマホ
を持っている人、これからスマホを持
ちたい人）②スマホの基本的な使用方
法（メールの仕方、インターネットの

使い方、電源の
長持ちのさせ
方など)③スマ
ホの便利な使
い方、楽しい使
い方などです。
現在スマホを
持っていない
方も歓迎しま
す。

ＳＬＦ事業スタッフ募集

詳細は ｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌﾌｧｸﾄﾘｰ 検索

Jhontech社モニタ風景

わいわいサロン会員募集
趣味や学習活動を仲間と一緒に楽しむサロンです。時間の都合がつくときだけの参加も歓迎です。参加費無料。

暮らしの支援えんがわ
生活のお手伝い

お掃除お庭仕事買い物代行困りごと相談
TEL 04-7100-2839http://kurashi-engawa.com/

広 告

庭木のお手入れはＳＬＦガーデンサポートへお見積り無料
安価で丁寧な仕事庭木の改作を提案
TEL 04-7100-2839http://slf-gardensupport.com/

・認知症予防、虚弱予防コーディネーター・生活支援事業スタッフ・自治体の就労支援スタッフ・仕事開拓営業スタッフ・労務管理業務スタッフ・調査データ入力作業

地域のシニアを応援するセカンドライフファクトリー通信 2016年５月号

・スマホを使おう！・写真を楽しもう！・ホームページを作ろう！・エネルギーを知ろう！・月１ウォーキング！・投資を楽しもう！

プチカル講座参加者募集・男の脳トレ料理クラブ（木 午前）※・小さな音楽室（火 午前）※・Web アルバム作成（月午前 6月 6日～）・これから始める健康麻雀教室（7 月 4 日～）・フリー麻雀クラブ（平日午前・午後）※※開催中。随時参加ＯＫ〔お手伝いいただけるスタッフも募集中〕
プチカル柏の葉 検索


